
１．日時：令和６年２月２２日（木）　１４：００～１６：００

２．場所：広島西部山系砂防事務所　会議室（ＷＥＢ形式）

３．出席者

部会長：　森脇　武夫　【広島工業大学　教授】

委 　員：　畠　俊郎　【広島大学大学院　先進理工系科学研究科　教授】

４．議事次第：

・    審査対象案件（工事）の全体説明

・    審査対象案件（工事）の個別審査

・    審査対象案件（業務）の全体説明

・    審査対象案件（業務）の個別審査

・    落札者決定時の意見聴取に関する報告

５．審査概要：　　※対象案件は別添、総合評価審査部会資料（抜粋）のとおり

（１）審査対象案件（工事）の全体説明

審査対象工事件数・・・　一般競争入札（総合評価方式）　 全 32件

＜審査工事件数の内訳＞

1） 評価項目・加算点の審査（公告前審査）・・・ 4件

総合評価方式【施工能力評価型】内訳

審査件数

2件

1件

1件

4件

2）技術提案の審査（入札前審査）・・・・・・ 28件

総合評価方式【施工能力評価型】内訳

審査件数

13件

12件

1件

1件

27件

総合評価方式【チャレンジ型】内訳

審査件数

1件

1件

工事種別

通信設備

工事種別

一般土木

計

通信設備

機械設備

維持修繕

発注者：　三次河川国道事務所、太田川河川事務所、広島西部山系砂防事務所、土師ダム管理所、弥栄ダム管理
所、温井ダム管理所、中国技術事務所

計

電気設備

工事種別

一般土木

計

建築

中国地方整備局総合評価審査委員会 広島県第一部会 （第11回）
開催結果の概要
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（２）審査対象案件（業務）の全体説明

審査対象業務件数・・・ 全 24件

＜審査業務件数の内訳＞

1）評価項目・加算点の審査（公示前審査）・・・ 1件

業務種別 審査件数

簡易公募型競争入札
・総合評価落札方式

標準型
土木関係建設
コンサルタント業務

1件

1件

２）評価項目・加算点の審査（特定・入札前通知前審査）・・・ 23件

業務種別 審査件数

土木関係建設
コンサルタント業務

13件

簡易型
土木関係建設
コンサルタント業務

10件

23件

（３）落札者決定時の意見聴取に関する報告

報告工事件数・・・　一般競争入札（総合評価方式） 全 3件 (R6.1.10～R6.1.12　開札分)

・ 施工能力評価型 ・・・・・・ 3件

報告業務件数・・・　（総合評価落札方式） 全 1件 (R6.1.30　開札分)

発注契約方式

総合評価型
簡易公募型

プロポーザル方式

発注契約方式

簡易公募型競争入札
・総合評価落札方式

計

計
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　総合評価審査委員会資料（抜粋）
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審査対象工事一覧表

令和６年２月２２日

資料－１

令和５年度　広島県第一部会（第１１回）

4



◆公告前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧

※下表において、◎は重点審査工事を示す

③技能者
の従事計

画

④

週

休

２

日

⑤

I

C

T

活

用

⑥

企

業

の

技

術

力

⑦

維

持

工

事

の

受

注

実

績

⑧機械設備
の点検整備
（役務）の
契約実績

⑧

地

域

精

通

度

ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） シ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ）

1
三次河川
国道事務
所

通信
設備

－ 道路

2
三次河川
国道事務
所

電気
設備

Ｂ 道路

3
広島西部
山系砂防
事務所

一般
土木

B
+
C

砂防

4
広島西部
山系砂防
事務所

一般
土木

B+C 砂防

舗

装

施

工

管

理

技

術

者

地

域

精

通

度

・

地

域

貢

献

度

同

種

工

事

の

実

績

品

質

確

保

の

実

効

性

施

工

体

制

確

保

の

確

実

性

同

種

工

事

の

実

績

同

じ

工

種

種

別

の

２

年

間

の

平

均

成

績

工

事

成

績

優

秀

企

業

認

定

制

度

（

ゴ
ー

ル

ド

カ
ー

ド

制

度
）

優

良

工

事

施

工

団

体

表

彰

/

中

国

i

-

C

o

n

s

t

r

u

c

t

i

o

表

彰

/

安

全

管

理

優

良

請

負

者

表

彰 下

請

表

彰

企

業

の

活

用

登

録

基

幹

技

能

者

又

は

建

設

マ

ス

タ
ー

週

休

２

日

達

成

履

行

実

績

企

業

の

能

力

等

計

⑨配置予定技術者の能力

技

術

者

の

能

力

等

計

賃

上

げ

に

よ

る

加

算

点

備

考

女

性

技

術

者

活

用

促

進

型

難

易

度

Ｉ

Ｃ

Ｔ

活

用

工

事

発

注

方

式

総

合

評

価

審

査

委

員

会

重

点

審

査

工

事

No.

事

務

所

名

工

事

種

別

ラ

ン

ク

区

分

工事概要

参加資格

工事の特性

Ｉ

Ｃ

Ｔ

活

用

実

績

有

効

な

新

技

術

の

活

用

維

持

修

繕

工

事

等

の

受

注

実

績

「

契

約

済

み

実

績
」

と
「

落

札

者

予

定

の

通

知

又

は

落

札

決

定

の

通

知

を

受

け

て

い

る

実

績
」

②企業の施工実績

Ｉ

Ｃ

Ｔ

活

用

実

績

令和６年度安芸南部山系付替町道坂・小屋浦線道路
改良外工事

令和６年度宇津戸第二トンネル警報設備更新工事

若

手

技

術

者

育

成

型

同

種

工

事

の

工

事

成

績

優

秀

建

設

技

術

者

表

彰

／

安

全

管

理

優

良

技

術

者

表

彰

継

続

教

育
（

Ｃ

Ｐ

Ｄ
）

Ｉ

Ｃ

Ｔ

活

用

工

事

①施工体制

①

施

工

体

制

計

令和６年度宇津戸第二トンネル照明設備更新工事

令和６年度安芸南部山系背戸の川渓流保全工外工事

施

工

体

制

確

認

型

施工計画

加

算

点

の

合

計

工事名

公

告

時

期
（

月
）

入
札
方
式

評
価
型
区
分
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◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

－

－

－

河川土工　　　　1式（掘削　V=約700m3　盛土　V=約4,000m3）
法覆護岸工　　　1式（ブロック張　A=約2,000m2）
付帯道路工　　　1式（アスファルト舗装　A=約3,000m2）
構造物撤去工　　1式
仮設工　　　　　1式

一級河川江の川(国管理区間)の秋町地区における築堤護岸を行う工
事である。

20 3 73 －2
三次河川国
道事務所

一般
土木

Ｃ 河川

令和５年度江の川上流秋町地区築堤護岸工事

施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型

Ⅱ
河
川
堤
防

30 13 1 1 1 - 2 2

⑨
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

①
施
工
体
制

競争参
加資格
不可社
数

競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計

施
工
計
画
不
可
社
数

備
考

⑩
賃
上
げ
に
よ
る
加
算
点

技
術
資
料
提
出
者
数

評価点

入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除

く
数

）

加　　　点

⑨
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

③
技
能
者
の
従
事
計
画

（
登
録
基
幹

技
能
者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

）

⑦
維
持
工
事
の
受
注
実
績

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

（
生
産
性
向
上

）

⑧
機
械
設
備
の
点
検
整
備

（
役
務

）

の
契
約
実
績

1
三次河川国
道事務所

一般
土木

Ｃ

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.

⑥
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の
活
用

）

②
企
業
の
施
工
実
績

区
分

④
週
休
２
日
達
成
履
行
実
績

工事名

難
易
度

工事概要

工事の特性

評
価
型
区
分

2 2 20 3 7313 1 1 1 -河川

令和５年度神野瀬川河道掘削他工事

施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型

Ⅱ
河
川
堤
防

30

河川土工　　　1式
　（掘削　V=約20,000m3　 盛土　V=約10,000m3）
伐木・除根工　1式（伐木除根　A=約55,000m2）
付帯道路工　　1式（As舗装 A=約3,800m2）
構造物撤去工　1式
仮設工　　　　1式

一級河川江の川水系神野瀬川（国管理区間）において、河道掘削を
行う工事である。

－

3
三次河川国
道事務所

一般
土木

施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型

Ⅱ
盛
土
工

30 13 1 1 1 - 2

令和５年度鍵掛峠道路新屋野組地区改良工事

2 20 3 73 －

工事延長　L=1,260m
道路土工　１式（掘削V=約26,000m3、盛土V=約42,000m3）
法面工　１式（植生工A=約7,000m2、法面工A=約2,100m2）
擁壁工　１式
排水構造物工　１式
舗装工　１式
仮設工　１式

一般国道183号鍵掛峠道路のうち鳥取県日野郡日南町新屋地内にお
ける道路改良工事である。

B+C 道路
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◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

⑨
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

①
施
工
体
制

競争参
加資格
不可社
数

競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計

施
工
計
画
不
可
社
数

備
考

⑩
賃
上
げ
に
よ
る
加
算
点

技
術
資
料
提
出
者
数

評価点

入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除

く
数

）

加　　　点

⑨
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

③
技
能
者
の
従
事
計
画

（
登
録
基
幹

技
能
者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

）

⑦
維
持
工
事
の
受
注
実
績

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

（
生
産
性
向
上

）

⑧
機
械
設
備
の
点
検
整
備

（
役
務

）

の
契
約
実
績

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.

⑥
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の
活
用

）

②
企
業
の
施
工
実
績

区
分

④
週
休
２
日
達
成
履
行
実
績

工事名

難
易
度

工事概要

工事の特性

評
価
型
区
分

－

－

工事延長　L=２８．０ｋｍ
　巡視・巡回工　　１式　道路照明維持補修工　１式
　法面工　　　　　１式　道路附属物復旧工　　１式
　舗装工　　　　　１式　道路清掃工　　　　　１式
　排水構造物工　　１式　除草工　　　　　　　１式
　縁石工　　　　　１式　応急処理工　　　　　１式
　防護柵工　　　　１式　構造物撤去工　　　　１式
　標識工　　　　　１式　仮設工　　　　　　　１式
　道路付属施設工　１式　除雪工　　　　　　　１式
　トンネル工　　　１式　区画線工　　　　　　１式

高速自動車国道尾道松江線（広島県庄原市高野町地内～島根県雲南
市三刀屋町地内）における道路巡回及び道路維持工事を行うもので
ある。

34
三次河川国
道事務所

維持
修繕

- 道路

令和６年度尾道松江線北部保守工事

施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型

Ⅱ
道
路
維
持
管
理

30 14 - 1 - - 2 3 20 73 －

施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型

Ⅱ
公
園
維
持

敷地造成工　　　1式
雨水排水設備工　　　1式
電気設備工
　地中管内配線　　　1,000m
園路広場整備工
　アスファルト舗装工 （自動車園路）1,000m2
　                   （歩行者園路）  500m2
管理施設整備工
　転落防止柵　　　300m
建築施設組立設置工
　耐候性塗装塗り　　　300m2
公園施設等撤去・移設工
　防護柵撤去　　　300m
応急処理工　　　1式
仮設工　　　1式

国営備北丘陵公園内における各施設等の維持修繕を行う工事であ
る。

3 73 －30 14 － 1 － － 2 3 205
三次河川国
道事務所

維持
修繕

－ 公園

令和６年度備北丘陵公園維持工事
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◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

⑨
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

①
施
工
体
制

競争参
加資格
不可社
数

競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計

施
工
計
画
不
可
社
数

備
考

⑩
賃
上
げ
に
よ
る
加
算
点

技
術
資
料
提
出
者
数

評価点

入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除

く
数

）

加　　　点

⑨
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

③
技
能
者
の
従
事
計
画

（
登
録
基
幹

技
能
者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

）

⑦
維
持
工
事
の
受
注
実
績

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

（
生
産
性
向
上

）

⑧
機
械
設
備
の
点
検
整
備

（
役
務

）

の
契
約
実
績

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.

⑥
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の
活
用

）

②
企
業
の
施
工
実
績

区
分

④
週
休
２
日
達
成
履
行
実
績

工事名

難
易
度

工事概要

工事の特性

評
価
型
区
分

－

－

－

・機器
　　ＣＣＴＶカメラ 　　　　　　　　　　11台
　　ＩＰ伝送装置　　　　　　　　　　　 12台
・ＣＣＴＶ設備設置工　　　　　　　　　  1式
・ＩＰネットワーク設備設置工　　　　　  1式
・配管・配線工　　　　　　　　　　　　  1式
・光ケーブル敷設工　　　　　　　　　　  1式
・支柱設置工　　　　　　　　　　　　　  1式

三次河川国道事務所管内の松江道（広島県内）及び尾道道に、不可
視区間解消のためＣＣＴＶカメラ設備を新設するものである。

－ 20 3 73 －7
三次河川国
道事務所

通信
設備

－ 道路

令和５年度松江自動車道三次地区外ＣＣＴＶ設備工事

施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型

Ⅱ
道
路
付
属
施
設

30 18 1 1 － － －

20 3 73 －6
三次河川国
道事務所

維持
修繕

－ 河川

令和５年度灰塚ダム維持工事 施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型

Ⅱ
ダ
ム
維
持
管
理

30 14 － 1 － － 2 3

緊急時対応工　　　 　　　　　1式
除草工　 　　　　　　　　　　A=5,000m2
伐木工　 　　　　　　　　　　A=40,000m2
清掃工　　　　　　　　　　　 1式

灰塚ダム管理支所管内における維持修繕工事である。

－

施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型

Ⅱ
河
川
堤
防

30 13 1 1 1 － 28
太田川河川
事務所

一般
土木

C 河川

令和５年度古川古市地区築堤他工事

工事延長 約L=１，０００ｍ
　　河川土工　　　　1式
　　（盛土V=約２，５００ｍ３、掘削７，０００ｍ３）
　　法覆護岸工　　 A=約７０ｍ２
　　擁壁護岸工　　 L=約５８０ｍ
　　構造物撤去工　 N=1式
　　仮設工　　　　 N=1式

一級河川太田川水系古川の安佐南区古市一丁目地先において、浸透
対策、築堤及び河道掘削工事を実施するものである。

2 20 3 73

8



◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.

⑥
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の
活
用

）

②
企
業
の
施
工
実
績

区
分

④
週
休
２
日
達
成
履
行
実
績

工事名

難
易
度

工事概要

工事の特性

評
価
型
区
分

⑨
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

①
施
工
体
制

競争参
加資格
不可社
数

競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計

施
工
計
画
不
可
社
数

備
考

⑩
賃
上
げ
に
よ
る
加
算
点

技
術
資
料
提
出
者
数

評価点

入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除

く
数

）

加　　　点

⑨
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

③
技
能
者
の
従
事
計
画

（
登
録
基
幹

技
能
者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

）

⑦
維
持
工
事
の
受
注
実
績

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

（
生
産
性
向
上

）

⑧
機
械
設
備
の
点
検
整
備

（
役
務

）

の
契
約
実
績

緊急時対応工　　１式
訓練工　　　　　１式
法面補修工　　　１式
構造物補修工　　１式
護岸補修工　　　１式
根固め工　　　　１式
付帯道路工　　　１式
付属物設置工　　１式
清掃工　　　　　１式
応急処理工　　　１式
堆積土砂撤去工　１式
土のう設置工　　１式

己斐出張所管内における河川維持等を行うものである。太田川下流
デルタ地域の太田川、天満川、旧太田川、元安川の区間であり、中
国地方の中心都市として人口・資産が集中している。

3 73 －30 14 － 1 － － 2 3 2011
太田川河川
事務所

維持
修繕

― 河川

令和５年度太田川己斐維持工事

施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型

Ⅱ
維
持
修
繕

掘削工　　　　　V=14,800m3
残土処理工　　　１式
伐木除根工　　　A=2,000m2

加計出張所管内における河道掘削等を行うものである。中流部の太
田川、滝山川の区間であり、山間狭隘部に集落が点在している。河
道内の工事であり、河川内に進入路が必要。

2 20 3 73 －

〈中広町地区〉
工事延長 L=約100ｍ
河川土工　1式（掘削V=約5,000m3）
仮設工　　1式

〈観音新町地区〉
工事延長L=約90m
矢板工　　N=約100枚
仮設工　　1式

一級河川太田川水系天満川の西区中広町地先において河道掘削工事
及び一級河川太田川の西区観音新町二丁目地先において緊急用河川
敷道路整備を実施するものである。

10
太田川河川
事務所

一般
土木

C 河川

令和５年度滝山川加計地区河道掘削他工事 施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型

Ⅱ
河
川
浚
渫

30 13 1 1 1 － 2

3 73 －30 13 1 1 1 － 2 2 209
太田川河川
事務所

一般
土木

C 河川

令和５年度天満川中広地区河道掘削外工事

施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型

Ⅱ
河
川
浚
渫

－

－

－
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◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

⑨
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

①
施
工
体
制

競争参
加資格
不可社
数

競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計

施
工
計
画
不
可
社
数

備
考

⑩
賃
上
げ
に
よ
る
加
算
点

技
術
資
料
提
出
者
数

評価点

入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除

く
数

）

加　　　点

⑨
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

③
技
能
者
の
従
事
計
画

（
登
録
基
幹

技
能
者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

）

⑦
維
持
工
事
の
受
注
実
績

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

（
生
産
性
向
上

）

⑧
機
械
設
備
の
点
検
整
備

（
役
務

）

の
契
約
実
績

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.

⑥
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の
活
用

）

②
企
業
の
施
工
実
績

区
分

④
週
休
２
日
達
成
履
行
実
績

工事名

難
易
度

工事概要

工事の特性

評
価
型
区
分

－

－

－

－12
太田川河川
事務所

維持
修繕

― 河川

令和５年度太田川大芝維持工事

施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型

Ⅱ
維
持
修
繕

30 14 － 1 － － 2

緊急時対応工　　１式
訓練工　　　　　１式
法面補修工　　　１式
構造物補修工　　１式
護岸補修工　　　１式
根固め工　　　　１式
付帯道路工　　　１式
付属物設置工　　１式
清掃工　　　　　１式
応急処理工　　　１式
堆積土砂撤去工　１式
土のう設置工　　１式

大芝出張所管内における河川維持等を行うものである。高瀬堰より
下流の太田川、旧太田川、古川、戸坂川の区間であり、川沿いに住
宅地が密集している。

3 20 3 73

30 14 － 1 － － 2 3 2013 太田川河川
事務所

維持
修繕

― 河川

令和５年度太田川可部維持工事

施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型

Ⅱ
維
持
修
繕

3 73 －

－

緊急時対応工　　１式
訓練工　　　　　１式
法面補修工　　　１式
構造物補修工　　１式
護岸補修工　　　１式
根固め工　　　　１式
付帯道路工　　　１式
付属物設置工　　１式
清掃工　　　　　１式
応急処理工　　　１式
堆積土砂撤去工　１式
土のう設置工　　１式

可部出張所管内及び高瀬堰管内における河川維持等を行うものであ
る。高瀬堰より上流の太田川、三篠川、根谷川の区間であり、山間
狭隘部に集落が点在している。

14
太田川河川
事務所

維持
修繕

― 河川

令和５年度太田川加計維持工事

施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型

Ⅱ
維
持
修
繕

30 14 － 1 － － 2

緊急時対応工　　１式
訓練工　　　　　１式
法面補修工　　　１式
構造物補修工　　１式
護岸補修工　　　１式
根固め工　　　　１式
付帯道路工　　　１式
付属物設置工　　１式
清掃工　　　　　１式
応急処理工　　　１式
堆積土砂撤去工　１式
土のう設置工　　１式

加計出張所管内における河川維持等を行うものである。中流部の太
田川、滝山川の区間であり、山間狭隘部に集落が点在している。

3 20 3 73

10



◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

⑨
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

①
施
工
体
制

競争参
加資格
不可社
数

競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計

施
工
計
画
不
可
社
数

備
考

⑩
賃
上
げ
に
よ
る
加
算
点

技
術
資
料
提
出
者
数

評価点

入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除

く
数

）

加　　　点

⑨
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

③
技
能
者
の
従
事
計
画

（
登
録
基
幹

技
能
者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

）

⑦
維
持
工
事
の
受
注
実
績

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

（
生
産
性
向
上

）

⑧
機
械
設
備
の
点
検
整
備

（
役
務

）

の
契
約
実
績

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.

⑥
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の
活
用

）

②
企
業
の
施
工
実
績

区
分

④
週
休
２
日
達
成
履
行
実
績

工事名

難
易
度

工事概要

工事の特性

評
価
型
区
分

－

－

－

30 14 － 1 － － 2 3 2015
太田川河川
事務所

維持
修繕

― 河川

令和５年度小瀬川維持工事

施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型

Ⅱ
維
持
修
繕

3 73 －

－

緊急時対応工　　１式
訓練工　　　　　１式
法面補修工　　　１式
構造物補修工　　１式
護岸補修工　　　１式
根固め工　　　　１式
付帯道路工　　　１式
付属物設置工　　１式
清掃工　　　　　１式
応急処理工　　　１式
堆積土砂撤去工　１式
土のう設置工　　１式

小瀬川出張所管内における河川維持等を行うものである。弥栄ダム
より下流の区間であり、河口域は市街地と工業地帯を形成し人口・
資産が集中している。

16 太田川河川
事務所

維持
修繕

― 河川

令和６年度太田川管内堤防管理作業 施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型

Ⅱ
維
持
修
繕

30 14 － 1 － － 2

除草工Ａ＝1,700千m2
植栽維持工　１式

一級河川太田川における堤防除草を行うものである。高瀬堰より上
流の太田川、三篠川、根谷川区間であり、山間狭隘部に集落が点在
している。高瀬堰より下流の太田川、古川、天満川、旧太田川、元
安川の区間は、川沿いに住宅地が密集している。

3 20 3 73

30 13 1 1 1 － 2 2 2017 太田川河川
事務所

一般
土木

Ｃ 河川

令和５年度太田川下流部掘削他工事

施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型

Ⅱ
河
川
浚
渫

3 73 －

掘削工　　　V=13,000m3
残土処理工　N=1式
伐木除根工　A=12,000m2
法覆護岸工　　　１式
法面補修工　　　１式
根固め工　　　　１式
付帯道路工　　　１式
付属物設置工　　１式
堆積土砂撤去工　１式
土のう設置工　　１式

一級河川太田川下流部において、河道掘削や構造物補修等を行うも
のである。高瀬堰より下流の太田川、古川、天満川、旧太田川、元
安川の区間は、川沿いに住宅地が密集している.河道内の工事であ
り、河川内に進入路が必要。

11



◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

⑨
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

①
施
工
体
制

競争参
加資格
不可社
数

競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計

施
工
計
画
不
可
社
数

備
考

⑩
賃
上
げ
に
よ
る
加
算
点

技
術
資
料
提
出
者
数

評価点

入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除

く
数

）

加　　　点

⑨
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

③
技
能
者
の
従
事
計
画

（
登
録
基
幹

技
能
者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

）

⑦
維
持
工
事
の
受
注
実
績

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

（
生
産
性
向
上

）

⑧
機
械
設
備
の
点
検
整
備

（
役
務

）

の
契
約
実
績

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.

⑥
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の
活
用

）

②
企
業
の
施
工
実
績

区
分

④
週
休
２
日
達
成
履
行
実
績

工事名

難
易
度

工事概要

工事の特性

評
価
型
区
分

－

－

20 3 7319
太田川河川
事務所

機械
設備

－ 河川

令和５年度太田川祇園水門ゲート設備整備工事 施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型

Ⅲ
河
川
用
水
門
設
備

30 17 1 1 － － － －
ワイヤーロープ更新　３門分
ゲート補修　１門分

祇園水門のワイヤーロープ更新及び扉体補修等行う工事であり、他
工事との調整は要しない。

1

－18
太田川河川
事務所

一般
土木

Ｃ 河川

令和５年度小瀬川河道掘削他工事 施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型

Ⅱ
河
川
浚
渫

30 13 1 1 1 － 2

掘削工　　　　　V=20,800m3
残土処理工　　　１式
伐木除根工　　　A=2,000m2

小瀬川出張所管内における河道掘削等を行うものである。河道内の
工事であり、河川内に進入路が必要。

2 20 3 73

30 13 1 1 1 － 2 2 2020
広島西部山
系砂防事務
所

一般
土木

Ｃ 砂防

令和５年度広島西部山系鈴張川支川管理用道路工事

施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型

Ⅱ
道
路

－ 3 73 －

－

道路土工　１式（掘削　V=約3,100m3）、アスファルト舗装工　A=
約300m2、法面工（植生工　A=約700m2、鉄筋挿入工　N=502本、連
続長繊維補強土工　A=約700m2）、排水構造物工　1式、構造物撤去
工　１式、仮設工　１式

広島市安佐北区安佐町大字飯室地内において管理用道路を施工する
工事である。施工箇所への進入は、狭隘な市道を通行する必要があ
るため、交通安全への留意が必要である。

21
広島西部山
系砂防事務
所

一般
土木

Ｃ 砂防

令和５年度広島西部山系矢口川支川渓流遊砂地外工事
施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型

Ⅱ
道
路

30 13 1 1 1 － 2

道路土工　１式（V=約720m3）、舗装工　A=約1,000m2、法面工　A=
約740m2、掘削工　V=約500m3、排水構造物工　１式、構造物撤去工
１式、仮設工　１式

広島市安佐北区口田南地内において管理用道路及び遊砂地を施工す
る工事である。施工箇所への進入は、狭い市道を通行するため、交
通安全への留意が必要である。

2 20 3 73

12



◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

⑨
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

①
施
工
体
制

競争参
加資格
不可社
数

競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計

施
工
計
画
不
可
社
数

備
考

⑩
賃
上
げ
に
よ
る
加
算
点

技
術
資
料
提
出
者
数

評価点

入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除

く
数

）

加　　　点

⑨
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

③
技
能
者
の
従
事
計
画

（
登
録
基
幹

技
能
者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

）

⑦
維
持
工
事
の
受
注
実
績

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

（
生
産
性
向
上

）

⑧
機
械
設
備
の
点
検
整
備

（
役
務

）

の
契
約
実
績

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.

⑥
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の
活
用

）

②
企
業
の
施
工
実
績

区
分

④
週
休
２
日
達
成
履
行
実
績

工事名

難
易
度

工事概要

工事の特性

評
価
型
区
分

管理用道路　L=110m
道路土工　１式（掘削工V=約11,000m3、法面整形工A=約2,500m2）
法面工　１式（吹付法枠A=約1,500m2、簡易吹付法枠A=約1,000m2）
舗装工　１式（コンクリート舗装A=約400m2）
排水構造物工　１式
構造物撤去工　１式
仮設工　１式

広島市東区上温品地内において管理用道路を施工する工事である。

2 20 3 73 －24
広島西部山
系砂防事務
所

一般
土木

C 砂防

令和５年度広島西部山系上温品１号管理用道路工事

施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型

Ⅱ
切
土
工

30 13 1 1 1 － 2 －

－

－

30 13 1 1 1 － 2 2 2022
広島西部山
系砂防事務
所

一般
土木

Ｃ 砂防

令和５年度広島西部山系大谷川渓流管理用道路外工事

施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型

Ⅱ
道
路

3 73 －

－

【馬木地区（226）管理用道路】
　道路土工：V=約20,300m3、舗装工：Ａ=約1,300m2、法面工：Ａ
=5,800m2、排水構造物工　一式、
　側溝工　一式
【福田地区（486）管理用道路】
　法面工：A=約340m2、舗装工：Ａ=約310m2、仮設工　一式

広島市東区馬木町地内外において管理用道路を施工する工事であ
る。施工箇所への進入は、住宅団地内を通行する必要があるため、
環境・交通安全への留意が必要である。

23
広島西部山
系砂防事務
所

一般
土木

C 砂防

令和５年度広島西部山系原地区渓流保全工外工事

施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型

Ⅱ
流
路
工

30 13 1 1 1 － 2

【原３号流路】渓流保全工　L=約94m
砂防土工　1式（掘削工V=約2,300m3、盛土工V=約20m3、法面整形工
A=約630m2）、床固め工　1式(本体工V=約130m3、垂直壁工V=約
70m3)、流路付属物設置工　1式
【原２号流路】渓流保全工　L=約32m
砂防土工　1式（掘削工V=約1,100m3、盛土工V=約30m3、法面整形工
A=約70m2）、床固め工　1式(本体工V=約170m3、垂直壁工V=約
50m3)、流路付属物設置工　1式

広島県廿日市市原地内において渓流保全工等を施工するものであ
る。施工箇所への進入は、狭い市道を通行するため、交通安全への
留意が必要である。

2 20 3 73

13



◆入札前の審査【施工能力評価型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

⑨
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

①
施
工
体
制

競争参
加資格
不可社
数

競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

技術提案、施工計画
【求めた技術提案】合

計

施
工
計
画
不
可
社
数

備
考

⑩
賃
上
げ
に
よ
る
加
算
点

技
術
資
料
提
出
者
数

評価点

入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格
者
を
除

く
数

）

加　　　点

⑨
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

③
技
能
者
の
従
事
計
画

（
登
録
基
幹

技
能
者
又
は
建
設
マ
ス
タ
ー

）

⑦
維
持
工
事
の
受
注
実
績

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

（
生
産
性
向
上

）

⑧
機
械
設
備
の
点
検
整
備

（
役
務

）

の
契
約
実
績

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.

⑥
企
業
の
技
術
力

（
有
効
な
新
技
術
の
活
用

）

②
企
業
の
施
工
実
績

区
分

④
週
休
２
日
達
成
履
行
実
績

工事名

難
易
度

工事概要

工事の特性

評
価
型
区
分

－

－

－

25
土師ダム管
理所

維持
修繕

－ ダム

令和５年度土師ダム維持工事

施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型

Ⅱ
ダ
ム
維
持
管
理

30 14 － 1 － － 2 3 20 3 73 －

緊急時対応工　　　　　　　１式
河川土工　　　　　　　 約500m3
除草工　　　　　   約127,000m2
堤防養生工　　　　　 約1,000m2
清掃工　　　　　　　　　　 1式
防護柵工　　　　　　　　   1式
撤去物処理工　　　　　　 　1式
コンクリート工　　　　　　 1式

国土交通省所管土師ダム及び周辺の維持管理を行うものである。

26
弥栄ダム管
理所

維持
修繕

－ ダム

令和５年度弥栄ダム維持工事

施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型

Ⅱ
ダ
ム
維
持
管
理

30 14 － 1 － － 2 3 20 3 73 －

－

除草工　　　　１式
堤防養生工　　１式
清掃工　　　　１式
植栽維持工　　１式
応急処置工　　１式

弥栄ダム管理所管内における維持及び清掃等を行うものである。当
該ダムは湖面利用が盛んであり、ダム湖内の流木はその支障となる
ため、速やかに確実な回収が必要である。

27
温井ダム管
理所

維持
修繕

－ ダム

令和５年度温井ダム周辺維持工事

施
工
能
力
評
価
Ⅱ
型

Ⅱ
ダ
ム
維
持
管
理

30 14 - 1 - － 2

緊急時対応工　１式
除草工1式(除草Ａ＝８４，１００ｍ２）
堤防養生工　１式（伐木Ａ＝４，５００ｍ２）
施設修繕工　1式
路面補修工　1式
清掃工　1式(散在塵芥処理Ａ＝３０，０００ｍ２、水面清掃 1式）
植栽維持工　1式
応急処理工　1式
仮設工　1式

温井ダム管理所管内（ダム湖周辺）における維持工事を行うもので
ある。

3 20 3 73
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◆入札前の審査【チャレンジ型】対象工事一覧
※下表において、◎は重要審査工事を示す

平均点 最高点 最低点

③
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

④
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力

合
計

技術提案、施工計
画

【求めた技術提案】

技
術
資
料
提
出
者
数

入
札
参
加
資
格
者
数

（
欠
格

者
を
除
く
数

）

競
争
参
加
資
格
不
可
社
数

評価点

備
考

評
価
型
区
分

難
易
度

加　　　点

①
施
工
体
制

②
企
業
の
施
工
実
績

⑤
賃
上
げ
に
よ
る
加
算
点

工事名

工事概要

工事の特性

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査
工
事

No.

事
務
所
名

工
事
種
別

ラ
ン
ク

区
分

1
三次河川国
道事務所

建築 C
公
園

令和５年度備北丘陵公園花の広場トイレ改修他工事

営
繕
チ
ャ

レ
ン
ジ
型

Ⅱ
道
路
維
持
管
理

30 － 41

花の広場のトイレ　　構造階数：鉄筋コンクリート平
屋建
　　　　　　　　　　建物規模：延べ面積　111.98m2
　　　　　　　　　　工事項目：建築　　　　 　1式
　　　　　　　　　　          電気設備　　 　1式
　　　　　　　　　　　　　　　機械設備　　　 1式
湖畔レストハウス　　構造階数：鉄骨造２階建
　　　　　　　　　　建物規模：延べ面積　680.31m2
　　　　　　　　　　工事項目：空調設備　　　 1式

備北丘陵公園内における花の広場のトイレ改修および
湖畔レストハウス空調設備の更新を行う工事である。

－5 5 1
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令和６年２月２２日

資料－３

令和５年度　広島県第一部会（第１１回）

審査対象業務一覧表
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◇【簡易公募型競争入札　総合評価落札方式（標準型 ／簡易型）】　評価項目及び評価点　　（公示前審査）

成
績・
表彰

技

術

登

録

部

門

同

種

・

類

似

業

務

の

実

績

地

域

貢

献

度

業

務

成

績

表

彰

技

術

者

資

格

業

務

実

績

若

手

技

術

者

地

域

精

通

度

業

務

成

績

表

彰

従

事

期

間

技

術

者

資

格

（
該

当

し

な

い

場

合

は

非

選

定

）
業

務

実

績

（
該

当

し

な

い

場

合

は

非

選

定

）
雇

用

関

係

（
該

当

し

な

い

場

合

は

非

選

定

）
業

務

成

績

技

術

者

資

格

業

務

実

績

若

手

技

術

者

地

域

精

通

度

業

務

成

績

表

彰

従

事

期

間

C

P

D

技

術

者

資

格

業

務

実

績

地

域

精

通

度

業

務

成

績

表

彰

従

事

期

間

C

P

D

技

術

者

資

格

業

務

実

績

地

域

精

通

度

業

務

成

績

表

彰

従

事

期

間

C

P

D

業

務

理

解

度

実

施

手

順

（
フ

ロ
ー

）

実

施

手

順

（
業

務

量

把

握

）

そ

の

他

（
知

識

）

そ

の

他

（
地

域

の

実

情

）

評

価

テ
ー

マ

間

の

整

合

性

◇簡易公募型競争入札　総合評価落札方式（標準型）

総

合

評

価

審

査

委

員

会

重

点

審

査

業

務

中国技術事務所

令和６年度中国管内東部道路管理データ作成・登録業務

小

計

1

土木関係建設コンサルタント業務

小

計

予定管理技術者の経験及び能力

評

価

割

合

資格・実績 成績・表彰

予定管理技術者の経験及び
能力

評

価

テ
ー

マ

小
計

合

計

資格・実績

予定照査技術者の経
験及び能力

No.

予定技術者の経験及び能力

事務所名

業務名

業務種別

業務概要

資格・実績資格・実績

業

務

実

施

体

制

（
該

当

す

る

場

合

は

非

選

定

）

資格・実績公

示

時

期

（
月

）

入札参加者の評価点（選定・指名段階）

小
計

参加表明者の経験
及び能力

成績・
表彰

予定照査技術者の経験及び
能力

資格・実績 成績・表彰 成績・表彰

技術提案書等の評価点（特定・入札段階）

小

計

実施方針
・実施フロー
・工程・その他

評価テーマⅡ実施方針
予定担当技術者の経験及び
能力(原則評価対象外)

成績・表彰

備考

評
価
小
計

評
価
小
計

評価テーマⅠ

内

容

内

容

合

計

技術提案等の適切性

賃

上

げ

に

よ

る

加

算

点
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◇【公募型／簡易公募型プロポーザル方式】　参加表明書／技術提案書の評価一覧表　　（特定前審査）

評価テーマ① 評価テーマ② 平均 最高 最低

◇簡易公募型プロポーザル方式

令和５年度太田川河道計画検討他業務

土木関係建設コンサルタント業務

　本業務は、太田川流域における治水対策・流域治水の取り組みを推進するた
め、先行整備における検討、事業効果検討、特定都市河川検討等を行うもので
ある。

4

太田川河川事務所

12

太田川流域（県管理区間
も含む）の特性を踏また
特定都市河川指定の着
眼点

－

3

令和５年度太田川治水計画検討他業務

土木建設コンサルタント業務

　本業務は、河川整備基本方針の変更に向けた検討、小委員会資料のとりまと
めを行う。併せて、太田川上流域における洪水調節機能の向上において、今後
の基本設計会議にむけての検討を行うとともに、河川整備計画に位置づけた既
設ダムの有効活用における検討等を行うものである。

太田川河川事務所

12

太田川流域の特性及び
先行河川を踏まえた河川
整備基本方針検討小委
員会資料とりまとめに当
たっての留意点

－

業務種別 参
加
表
明
者
数

要
件
を
満
た
し

て
い
な
い
者
等

事

由

満点

提出された技術提案書の
評価

業務概要

備考

技
術
提
案
書
の

提
出
要
請
者
数

技
術
提
案
提
出
者
数

評価ウェート

技術提案書の評価事務所名 参加表明書の評価
（公募型・簡易公募型の場

合）

※中段：最高・最低得点者の技術提案得点を示す。
※下段：技術提案の最高・最低得点を示す。

2

三次河川国道事務所

12

管内の地域課題を踏まえ
た新たな道路整備に関す
る課題把握及び分析手
法に関する着眼点

－

令和６年度江の川河川整備基本方針検討業務

土木関係建設コンサルタント業務
1

三次河川国道事務所

12

江の川の流域治水の取
組を踏まえた計画高水流
量の設定における着目点
について

－

総

合

評

価

審

査

委

員

会

重

点

審

査

業

務

令和６年度三次管内道路マネジメント業務

土木関係建設コンサルタント業務

本業務は、三次河川国道事務所管内において、地域ニーズや現況課題の抽出
及び整理を行うとともに、道路整備効果の検討等を行うものである。

No.

公
示
時
期

（
月

）

業務名 評価テーマ

　本業務は、江の川水系河川整備計画に基づく事業実施状況及び近年の気象
の状況や流域をとりまく状況を踏まえ、治水計画に関する現状及び課題の整理
を行うとともに、気候変動を踏まえた治水計画検討を行う業務である。
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◇【公募型／簡易公募型プロポーザル方式】　参加表明書／技術提案書の評価一覧表　　（特定前審査）

評価テーマ① 評価テーマ② 平均 最高 最低

◇簡易公募型プロポーザル方式

総

合

評

価

審

査

委

員

会

重

点

審

査

業

務

No.

公
示
時
期

（
月

）

業務名 評価テーマ

※中段：最高・最低得点者の技術提案得点を示す。
※下段：技術提案の最高・最低得点を示す。

業務種別 参
加
表
明
者
数

要
件
を
満
た
し

て
い
な
い
者
等

事

由

満点

提出された技術提案書の
評価

業務概要

備考

技
術
提
案
書
の

提
出
要
請
者
数

技
術
提
案
提
出
者
数

評価ウェート

技術提案書の評価事務所名 参加表明書の評価
（公募型・簡易公募型の場

合）

令和６年度太田川小瀬川減災対策検討他業務

土木関係建設コンサルタント業務

　本業務は、流域治水の更なる促進のための検討と太田川・小瀬川流域におけ
る減災対策協議会及び流域治水協議会の取組について資料作成を行うほか、
水防災タイムラインのフォローアップ検討会の企画・運営等を行うものである。

太田川河川事務所

12

流域治水の更なる展開を
踏まえ、民間企業や地域
住民の創意工夫による多
様な取組を流域治水に取
り込むための着眼点

－

6

太田川河川事務所

12
非接触型観測機器を選
定する上での留意点

－

5

令和６年度太田川小瀬川流量観測機器検討他業務

土木関係建設コンサルタント業務

　本業務は、太田川・小瀬川水系の流量観測所における非接触型流量観測機
器による観測及びデータ解析を行うとともに、非接触型流量観測機器の現地配
置等の検討を行うものである。

令和６年度太田川小瀬川流域水害リスク検討他業務

土木関係建設コンサルタント業務

　本業務は、太田川・小瀬川流域における「多段階の浸水想定図」及び「水害リ
スクマップ」の改良等を行い、水害リスク情報の検討等を行うものである。

太田川河川事務所

12
内外水一体型のリスク
マップ作成における留意
点

－

8

太田川河川事務所

12

小瀬川流域の特性及び
先行河川を踏まえた河川
整備基本方針検討小委
員会資料とりまとめに当
たっての留意点

－

7

令和６年度小瀬川治水計画検討他業務

土木関係建設コンサルタント業務

　本業務は、河川整備基本方針の変更に向けた検討、小委員会資料のとりまと
めを行う。併せて、小瀬川における環境整備事業評価の検討等を行うものであ
る。
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◇【公募型／簡易公募型プロポーザル方式】　参加表明書／技術提案書の評価一覧表　　（特定前審査）

評価テーマ① 評価テーマ② 平均 最高 最低

◇簡易公募型プロポーザル方式

総

合

評

価

審

査

委

員

会

重

点

審

査

業

務

No.

公
示
時
期

（
月

）

業務名 評価テーマ

※中段：最高・最低得点者の技術提案得点を示す。
※下段：技術提案の最高・最低得点を示す。

業務種別 参
加
表
明
者
数

要
件
を
満
た
し

て
い
な
い
者
等

事

由

満点

提出された技術提案書の
評価

業務概要

備考

技
術
提
案
書
の

提
出
要
請
者
数

技
術
提
案
提
出
者
数

評価ウェート

技術提案書の評価事務所名 参加表明書の評価
（公募型・簡易公募型の場

合）

令和６年度太田川上流域事業監理業務

土木関係建設コンサルタント業務

　本業務は、太田川上流域における太田川総合開発事業の効率的かつ確実な
事業推進を図るため、全体事業計画の整理、測量・調査・設計業務等に対する
指導・調整等、地元及び関係行政機関との協議を行うものである。

太田川河川事務所

12

第18回太田川河川整備
懇談会におけるパブリッ
クコメント及び発注予定
業務等を踏まえ、事業進
捗管理を効率的に実施
する上で考慮すべき項目
及び有効と考えられる提
案

－

10

太田川河川事務所

12
太田川上流域における環
境現地調査を行う上での
着眼点

－

9

広島西部山系砂防事務所

令和６年度太田川上流域環境調査業務

土木関係建設コンサルタント業務

　本業務は、太田川上流域における陸域動物、陸域植物等の環境調査を行うも
のである。

12

広島西部山系砂防事務所

1
土砂供給条件の設定に
おける留意点

－

土木関係建設コンサルタント業務

本業務は、近年の災害状況踏まえ、広島西部山系砂防事務所管内および保全対象等を考
慮したその周辺地域において、今後の事業展開を効率的かつ効果的に進めることを目的とし
て事業計画の検討を行う業務である。

令和5年度広島西部山系砂防事業整備方針検討業務

11 1

広島西部山系の特徴を
踏まえた効果の高い整備
箇所を選定する上での留
意点

－

令和5年度広島西部山系外土砂・洪水氾濫対策検討その２業務

土木関係建設コンサルタント業務

本業務は、広島西部山系砂防事務所管内で実施している砂防事業等についてこれまでの事
業実施状況や近年の災害実態を踏まえ、土砂・洪水氾濫解析及び施設配置計画の検討を
行う業務である。
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◇【公募型／簡易公募型プロポーザル方式】　参加表明書／技術提案書の評価一覧表　　（特定前審査）

評価テーマ① 評価テーマ② 平均 最高 最低

◇簡易公募型プロポーザル方式

総

合

評

価

審

査

委

員

会

重

点

審

査

業

務

No.

公
示
時
期

（
月

）

業務名 評価テーマ

※中段：最高・最低得点者の技術提案得点を示す。
※下段：技術提案の最高・最低得点を示す。

業務種別 参
加
表
明
者
数

要
件
を
満
た
し

て
い
な
い
者
等

事

由

満点

提出された技術提案書の
評価

業務概要

備考

技
術
提
案
書
の

提
出
要
請
者
数

技
術
提
案
提
出
者
数

評価ウェート

技術提案書の評価事務所名 参加表明書の評価
（公募型・簡易公募型の場

合）

13

令和６年度中国管内道路構造物診断業務

土木関係建設コンサルタント業務

本業務は、中国地方整備局管内のシェッド及び大型カルバートの既往点検点検
結果を、点検要領に基づき、対策区分の判定と健全性の診断を行うものであ
る。

中国技術事務所

12

構造物（シェッド・大型カ
ルバート）の点検結果を
分析し、確実に診断する
ための留意点

－
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◇【公募型／簡易公募型競争入札（総合評価落札）方式】　参加表明書／技術提案書の評価一覧表　　（入札前審査）

評価テーマ① 評価テーマ② 平均 最高 最低

◇簡易公募型競争入札（総合評価落札）方式   簡易型

2

三次河川国道事務所

1 －

令和５年度鍵掛峠道路法面詳細設計業務

土木関係建設コンサルタント業務

国道183号鍵掛峠道路における法面詳細設計を行う業務である。

－ 1:1

総

合

評

価

審

査

委

員

会

重

点

審

査

業

務

令和５年度鍵掛峠道路設計外その２業務

土木関係建設コンサルタント業務

国道183号鍵掛峠道路における測量及び道路設計を行う業務である。

提出された技術提案書の評価

業務概要

技術提案書の評価

※中段：最高・最低得点者の技術提案得点を示す。
※下段：技術提案の最高・最低得点を示す。

1

三次河川国道事務所

1 － － 1:1

3

三次河川国道事務所

1 －

備考

業務名 評価テーマ

技
術
提
案
書
の

提
出
要
請
者
数

技
術
提
案
提
出
者
数

評価ウェート

業務種別 参
加
表
明
者
数

要
件
を
満
た
し
て

い
な
い
者
等

事務所名

公
示
時
期

（
月

）

評
価
割
合

参加表明書の評価
（公募型・簡易公募型の場合）

事

由

満点

No.

令和５年度可部バイパス測量設計業務

土木関係建設コンサルタント業務

可部バイパス大林地区において、測量設計を行う業務である。

－ 1:1

4

太田川河川事務所

1 － － 1:1

令和６年度太田川高潮堤防測量設計業務

土木関係コンサルタント業務

市内派川における一般改修事業箇所の測量設計等を行うものである。

5

太田川河川事務所

12 － － 1:1

令和６年度高瀬堰魚類調査業務

土木関係建設コンサルタント業務

　本業務は、高瀬堰を回遊する魚類について、魚道・舟通しにおける遡上状況の調査及
び高瀬堰周辺（太田川、根谷川、三篠川の三川合流点から堰下流）において、アユふ化
仔魚の降下実態調査を実施するものである。
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◇【公募型／簡易公募型競争入札（総合評価落札）方式】　参加表明書／技術提案書の評価一覧表　　（入札前審査）

評価テーマ① 評価テーマ② 平均 最高 最低

◇簡易公募型競争入札（総合評価落札）方式   簡易型

総

合

評

価

審

査

委

員

会

重

点

審

査

業

務

提出された技術提案書の評価

業務概要

技術提案書の評価

※中段：最高・最低得点者の技術提案得点を示す。
※下段：技術提案の最高・最低得点を示す。

備考

業務名 評価テーマ

技
術
提
案
書
の

提
出
要
請
者
数

技
術
提
案
提
出
者
数

評価ウェート

業務種別 参
加
表
明
者
数

要
件
を
満
た
し
て

い
な
い
者
等

事務所名

公
示
時
期

（
月

）

評
価
割
合

参加表明書の評価
（公募型・簡易公募型の場合）

事

由

満点

No.

広島西部山系砂防事務所

1 －

7

広島西部山系砂防事務所

1 －

令和５年度広島西部山系管内測量設計その２業務

土木関係建設コンサルタント業務

広島西部山系管内において砂防堰堤の修正設計、管理用道路の詳細設計等及び設計
に必要となる測量を行う業務である。

－ 1:16

広島西部山系砂防事務所

1 －

令和５年度広島西部山系伴中畑砂防設備設計その３業務

土木関係建設コンサルタント業務

伴中畑地区外において砂防堰堤予備設計等を行う業務である。

－ 1:1

9

広島西部山系砂防事務所

1 －

令和６年度広島西部山系砂防事業技術資料作成業務

土木関係建設コンサルタント業務

広島西部山系砂防事務所管内の砂防事業に係る調査・設計や計画に関する技術資料等
の作成を行う業務である。

－ 1:18

1 －

令和６年度広島西部山系渓流点検業務

土木関係建設コンサルタント業務

広島西部山系管内の土石流危険渓流において巡視点検を行い、渓流及び施設の状況を
把握する業務である。

－ 1:1

令和６年度広島西部山系自然環境調査業務

土木関係建設コンサルタント業務

広島西部山系砂防事務所管内の砂防事業実施渓流において、渓流環境に配慮した砂防
事業を推進するための基礎資料を得ることを目的とした業務である。

－ 1:110

広島西部山系砂防事務所
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